
「八幡小学校の八幡太鼓伝承活動の取組」 

１．学校名 薩摩川内市立八幡小学校 

２．学年・人数 １～６年生 25人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所  

  毎月第２土曜日（土曜授業日） 本校体育館 

⑵ 発表の日時・場所 

 令和７年２月27日 保護者向けの発表 本校体育館 

 令和７年３月24日 卒業式（６年生が発表）本校体育館 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名称 

  八幡太鼓（やはただいこ） 

⑵ 由来 

本校に勤めていた職員が，子供たちに太鼓を教え，地域の方の前で披露

したことがきっかけで発足した。この演奏を見た地域の方々からこの太鼓

演奏を保存・伝承していこうという声が上がった。発足当時は大人のメン

バーが約20人で活動していた。現在は，小学校で「八幡太鼓」，地域で「八

幡きらめき太鼓」として受け継がれ，活動している。 

⑶ 構成等 

締め太鼓１人が拍子を取り，それに合わせて和太鼓１台に２人が向き合

って演奏を行う。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

・ ６年生にとっては，入学してからこれまで様々な機会に取り組み，親し

んできた八幡太鼓を，卒業式で保護者や地域の方々に披露することで，今

後も伝統として在校生に引き継いでいけるようにしたいと考えている。ま

た，学習発表会（地区文化祭）でも披露することで，子供たちの取組の様

子を，多くの地域住民に理解してもらえるようにしている。 

・ 地域と合同で行う地区文化祭において，八幡太鼓を披露している。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・ 初めは難しかったけど，少しずつできるようになり，うれしかった。 

・ 上の学年の人たちに教えてもらいながら練習しているので，上手にでき

るようになってきた。もっとうまくできるようになりたい。 

【教職員】 

コロナ禍や教職員の異動による入れ替わり等もあり，一時は存続が心配さ

れたが，年間を通して少しずつ練習を続けていく形（毎月１回）をとり，継

続することができている。この形での練習が定着し，子供同士で教え合いな

がら取り組むことができるようになった。 

 

【練習の様子】 【卒業式での発表】 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


